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～重防食塗装の耐候性に関する変遷～ 

        海外事業委員会

３．イズミット橋の工事報告 

～上下部一括デザインビルドによる長大吊橋の建設～

１. 国土とインフラについて学ぶ 

～熊本地震を経験して～

国土交通省 九州地方整備局

熊本河川国道工事事務所

所長 森田 康夫

 閉会の辞 橋梁技術発表会 実行委員会

--------------------------------------------------------------------------------------- 

平成 29 年 11 月 17 日(金)13：00～16：50 

       レソラＮＴＴ夢天神ホール５Ｆ

       福岡市中央区天神 2-5-55

   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(URL) http://www.jasbc.or.jp/ 
 受付は平成 29年 10 月 6 日～11 月 3 日

       ＣＰＤＳ認定予定

13:00～13:10 日  時

会  場

申し込み

開催会場

継続教育

第 1 部（技術発表）

14:55～15:35

14:15～14:55

13:25～14:05

休憩

休憩

第 2 部（特別講演）

15:45～16:45

16:45～16:50

【重防食塗装の実際】

 鋼道路橋防食便覧に重防食塗装系が規定されて10年以上が経過す

るが、防食下地と高い耐候性を有した上塗り塗料の組み合わせで構

成されるこの重防食塗装は、鋼道路橋における塗装の基本となって

いる。重防食塗装系に関する性能評価結果やメリットおよび今後期

待される性能について紹介する。また、箱桁内における部材角部の

処理に関する暴露試験途中の結果に関しても紹介する。 

【ここまで進んだ鋼床版の疲労対策】

現在問題となっている鋼床版の疲労損傷は、道路橋に疲労設計が

適用される以前に設計・施工されたものが殆どである。今の鋼床版

は最新の知見に基づき対策が施され、疲労耐久性が大幅に向上して

いる。そこで、過去の疲労損傷事例と対策を整理、再考し、そこか

ら更なる疲労対策を提案する。

現行基準は、大型車輪荷重が常時載荷される位置直下に主桁ウェ

ブを配置しないことでデッキプレートと垂直補剛材溶接部の疲労対

策としているが、それを実施できない場合も少なくない。その対策

として垂直補剛材上端部をカットする構造を提案する。また、板厚

12mm のデッキプレートに存置された架設用吊金具溶接部にき裂が

見つかった事例があるが、板厚 16mm では問題とならない可能性が

あり、架設用吊金具の使用後の処置方法について提案する。

【イズミット橋の工事報告】

2016 年 7 月，世界有数の地震地帯であるトルコに世界第 4 位の長

さを有するイズミット湾横断橋（正式名称：オスマン・ガーズィー

橋）が開通した。本工事は上下部一括のデザインビルドであり，海

底 40ｍの軟弱地盤への海中主塔基礎の設置など厳しい条件の中，わ

ずか施工期間 3.5 年で開通にこぎつけた。発表では，耐震性の確保

と短納期での完工を両立させた構造上，施工上の工夫などについて

紹介する。
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